
CLOSE UP
ISHIKAWA

緑内障と角膜移植領域で
世界最高水準を目指す
眼科医療のさらなる高みへ
緑内障診療の権威、金沢大学附属病院眼科の杉山和久教授。

「人間万事塞翁が馬」を信条とし、物事の良い面に目を向け、失敗も好機に転じようとする
ポジティブ思考だと自らを表現する。
グローバルな高水準をめざす眼科教室のマネージメント、北陸における眼科医療の向上、
そして医学類の旗頭として教育の充実に取り組む杉山教授の思いを聞く。

全
眼
科
疾
患
に
対
処
、

眼
科
医
療
の
発
展
に
注
力

　

金
沢
大
学
眼
科
学
教
室
の
創
設
は
明
治

17
（
１
８
８
４
）
年
、
来
た
る
令
和
６
年

に
は
１
４
０
周
年
を
迎
え
る
。
教
室
の
基

盤
を
築
い
た
の
は
、
高
安
病
の
発
見
者
と

し
て
知
ら
れ
る
第
三
代
高
安
右
人
（
た
か

や
す
み
き
と
）
教
授
。
高
安
病
は
動
脈

に
炎
症
を
生
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
に

障
害
を
来
す
難
病
。
時
を
経
て
、
杉
山
和

久
教
授
が
第
九
代
に
就
い
た
の
は
平
成
14

（
２
０
０
２
）
年
で
あ
る
。

　

金
沢
大
学
附
属
病
院
眼
科
の
特
長
は
、

緑
内
障
、
白
内
障
、
角
膜
、
網
膜
硝
子
体
、

斜
視
、
眼
形
成
、
神
経
眼
科
、
眼
腫
瘍
、

眼
瞼
、
小
児
眼
科
な
ど
、
す
べ
て
の
眼
科

疾
患
に
対
応
で
き
る
こ
と
。
各
分
野
の
専

門
医
が
そ
ろ
い
、
各
専
門
外
来
も
設
け
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
数
あ
る
疾
患
の
う
ち
、
最
も

得
意
と
す
る
分
野
は
、
杉
山
教
授
が
専
門

と
す
る
緑
内
障
診
療
。
そ
の
手
術
数
は
年

間
約
５
０
０
件
、
全
国
で
も
有
数
の
成
績

を
上
げ
て
い
る
。
角
膜
移
植
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
日
本
で
最
初
に
角
膜
内
皮
移

植
術
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。
以
来
、
そ
の

技
術
と
実
績
を
磨
い
て
き
た
。
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薬
剤
効
果
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、

レ
ー
ザ
ー
治
療
や
手
術
の
適
用
と
な
る
。

外
科
的
治
療
は
、
房
水
を
排
出
す
る
孔
を

開
く
、
房
水
の
流
出
路
を
再
建
す
る
、
人

工
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
用
い
て
流
出
路
を
つ

く
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
術
式
が
あ
る
が
、

世
界
的
に
汎
用
さ
れ
て
い
る
の
は
線
維
柱

帯
切
除
。
強
膜
を
半
層
切
開
し
、
線
維
柱

帯
を
切
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
房
水
を
強

膜
弁
か
ら
結
膜
下
へ
流
出
さ
せ
、
濾
過
胞

を
形
成
す
る
線
維
柱
体
切
除
手
術
（
ト
ラ

ベ
ク
レ
ク
ト
ミ
ー
）
で
あ
る
。

　
「
医
療
用
チ
タ
ン
製
の
ス
テ
ン
ト
を
用

い
て
房
水
を
ス
ム
ー
ズ
に
排
出
さ
せ
る
ア

イ
ス
テ
ン
ト
と
い
っ
た
低
侵
襲
手
術
も
広

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
最
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

な
手
術
は
ト
ラ
ベ
ク
レ
ク
ト
ミ
ー
で
し
ょ

う
。
ひ
と
口
に
線
維
柱
帯
切
除
術
と
い
っ

て
も
、
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
る
の
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
濾
過
胞
の
感
染
症
と
い
う

重
篤
な
合
併
症
が
ネ
ッ
ク
で
し
た
。
当
科

で
は
、
術
式
の
改
良
を
重
ね
る
こ
と
で
、

合
併
症
の
リ
ス
ク
を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
抑
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

緑
内
障
と
い
う

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
解
く
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緑
内
障
治
療
の
最
良
を
探
求

　

緑
内
障
は
眼
底
の
視
神
経
が
損
傷
さ
れ

て
視
野
が
狭
ま
っ
て
い
く
疾
患
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
40
才
以
上
の
20
人
に
約
１
人

が
か
か
る
。完
治
の
術
は
い
ま
だ
に
な
く
、

初
期
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
こ
と
か
ら
、
本
邦
に
お
け
る
中
途
失
明

原
因
の
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

緑
内
障
の
最
た
る
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー

は
高
眼
圧
で
あ
り
、
眼
圧
亢
進
を
引
き
起

こ
す
原
因
に
よ
っ
て
、
原
発
性
緑
内
障
、

続
発
緑
内
障
、
小
児
緑
内
障
に
大
別
さ
れ

る
。こ
れ
ら
３
種
も
、病
態
や
病
因
に
よ
っ

て
何
種
類
に
も
分
類
さ
れ
る
。

　

診
療
で
は
、
ど
の
タ
イ
プ
の
緑
内
障
で

あ
る
か
を
検
査
で
見
き
わ
め
、
疾
患
の
進

行
を
止
め
る
、
あ
る
い
は
進
行
を
遅
く
す

る
治
療
方
針
を
立
て
る
。
治
療
の
原
則
は

眼
圧
降
下
。
眼
圧
を
上
げ
る
原
因
と
見
な

さ
れ
て
い
る
房
水
に
対
し
、
産
出
の
抑

制
や
眼
外
へ
の
排
出
促
進
を
薬
剤
療
法
、

レ
ー
ザ
ー
療
法
、
手
術
に
よ
っ
て
行
う
。

　

優
先
的
療
法
は
薬
剤
で
あ
り
、
眼
圧
レ

ベ
ル
、
眼
底
や
視
野
の
状
態
、
治
療
効
果
、

患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、
リ
ス
ク
因
子
の
有
無
に

応
じ
て
３
～
４
種
の
多
剤
を
組
み
合
わ
せ

る
個
性
化
治
療
が
施
さ
れ
る
。
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高
度
な
専
門
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
眼
科

疾
患
を
網
羅
す
る
。
ま
た
、
金
沢
大
学
附

属
病
院
眼
科
と
同
門
が
開
い
た
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
の
紹
介
・
逆
紹
介
と
い
う
病
診
連
携
、

な
ら
び
に
、
北
陸
３
県
の
30
以
上
の
関
連

病
院
へ
の
常
勤
医
派
遣
と
い
っ
た
病
病
連

携
は
盤
石
に
整
っ
て
い
る
。
北
陸
に
お
け

る
４
大
学
、
金
沢
大
学
、
金
沢
医
科
大
学
、

富
山
大
学
、福
井
大
学
の
関
係
も
良
好
だ
。

４
つ
の
大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
分

野
が
あ
り
、
互
い
に
カ
バ
ー
し
合
う
。
定

期
的
に
講
習
会
な
ど
を
催
し
、
研
究
、
情

報
、
人
材
の
交
流
も
図
っ
て
い
る
。

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
に
突
入
し
た
い

ま
、
眼
科
疾
患
の
有
病
率
は
ま
す
ま
す
上

が
り
ま
す
。
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
守
る
に

は
、
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
視
機
能
を
保
持
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
眼
科
医
の
使
命
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
北
陸
の
眼
科
医
療
を

当
科
だ
け
で
支
え
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

り
、
病
診
や
病
病
の
連
携
と
い
う
和
を
重

ん
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
幸
い
に
も
、

北
陸
で
は
地
域
連
携
が
充
実
し
て
い
て
、

４
大
学
が
一
丸
と
な
っ
て
北
陸
の
眼
科
医

療
を
支
え
る
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
」

　

緑
内
障
は
、
数
あ
る
視
神
経
変
性
疾
患

の
一
つ
だ
が
、
他
の
視
神
経
症
と
比
べ
て

有
病
率
が
非
常
に
高
い
。
一
方
、
病
因
や

病
態
に
関
し
て
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
多
い
。
た
と
え
ば
、
緑
内
障
治
療
の
基

本
で
あ
る
眼
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関

し
、
眼
圧
は
日
内
変
動
や
日
々
変
動
、
季

節
変
動
す
る
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て

い
る
。
杉
山
教
授
率
い
る
緑
内
障
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
眼
圧
日
内
変
動
が
、
体
内
時

計
を
制
御
す
る
視
交
叉
上
核
の
シ
グ
ナ
ル

を
受
け
取
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
そ
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
に
は
副
腎

皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
グ
ル
コ
コ
ル
チ
コ
イ
ド

が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
解

明
し
て
い
る
。

　
「
緑
内
障
患
者
さ
ん
の
病
状
変
化
を
予

見
し
た
り
、
治
療
方
針
を
検
討
し
た
り
す

る
に
は
、
患
者
さ
ん
の
眼
圧
変
動
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
院
で

は
、
眼
圧
セ
ン
サ
ー
を
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
に
取
り
付
け
、
寝
て
い
る
時
間
も
含
め

て
24
時
間
、
眼
圧
を
測
定
で
き
る
方
法
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
杉
山
教
授
ら
は
、
国
際
的
な
共

同
研
究
や
多
施
設
共
同
研
究
へ
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
。
欧
米
の
研
究
機
関
と

は
、
強
度
近
視
と
緑
内
障
と
の
病
態
に
お
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け
る
関
連
性
の
研
究
。
国
内
の
共
同
研
究

で
は
、
緑
内
障
疑
い
や
前
視
野
緑
内
障
以

前
の
段
階
は
ど
の
よ
う
な
状
態
か
、
ど
の

よ
う
な
緑
内
障
疑
い
の
眼
や
前
視
野
緑
内

障
が
緑
内
障
に
な
り
や
す
い
か
を
探
索

し
、
緑
内
障
発
症
の
機
序
を
明
ら
か
に
す

る
研
究
、
ま
た
、
眼
底
検
査
や
光
干
渉
断

層
計
で
得
た
画
像
か
ら
、
Ａ
Ｉ
が
眼
科
疾

患
を
診
断
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
も
進

め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
産
学
連
携
で
ハ
ニ
カ
ム
構
造

の
医
療
用
フ
ィ
ル
ム
を
開
発
し
、
特
許
も

取
得
し
て
い
る
。
そ
の
用
途
は
細
胞
培
養

基
材
、
血
液
濾
過
膜
、
癒
着
防
止
材
な
ど

へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　
「
残
念
な
が
ら
、
医
薬
分
野
の
企
業
が

得
ら
れ
ず
、
実
用
化
に
は
い
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
特
許
を
取
っ
た
製
品

で
す
か
ら
、
後
進
が
引
き
継
い
で
く
れ
れ

ば
、
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
」

眼
科
教
室
の
み
な
ら
ず

金
沢
大
学
医
学
類
の
躍
進
の
た
め
に

　
「
教
室
で
は
、
緑
内
障
、
角
膜
、
網
膜

硝
子
体
、
眼
腫
瘍
、
小
児
眼
科
、
神
経
眼

科
、
ぶ
ど
う
膜
疾
患
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

グ
ル
ー
プ
が
国
際
的
な
成
果
を
め
ざ
し
て

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
若
手
に
は

日
頃
、患
者
さ
ん
を『
教
師
』と
し
な
さ
い
、

と
私
は
説
い
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
話

を
入
念
に
聞
き
取
っ
て
所
見
を
記
し
、
症

例
一
つ
ひ
と
つ
か
ら
学
び
な
さ
い
と
い
う

こ
と
で
す
」

　

た
っ
た
一
つ
の
症
例
か
ら
新
し
い
疾
患

の
発
見
に
た
ど
り
着
い
た
高
安
先
生
の
、

臨
床
に
対
す
る
姿
勢
を
彷
彿
さ
せ
る
。

　
「
ま
た
、
若
く
と
も
後
輩
を
持
っ
た
か

ら
に
は
、
自
分
が
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を

あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
な
さ
い
、と
も
。

そ
う
い
う
指
導
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

教
室
運
営
も
残
す
と
こ
ろ
１
年
を
切
り
ま

し
た
が
、最
後
ま
で
力
を
抜
く
こ
と
な
く
、

最
高
の
状
態
に
も
っ
て
い
き
、
次
の
教
授

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
。
そ
れ
が
私
の
責

任
で
す
」

　

そ
う
語
る
杉
山
教
授
は
、
金
沢
大
学
医

学
系
長
・
医
学
類
長
（
医
学
部
長
）
と
い

う
責
務
も
抱
え
て
い
る
。
医
学
系
が
対
峙

す
べ
き
課
題
は
、
新
臨
床
研
修
制
度
が
招

い
た
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
、
こ
れ
に
伴
う
基

礎
医
学
と
臨
床
医
学
の
連
繋
不
足
だ
と
教

授
は
指
摘
。
臨
床
医
が
大
学
院
生
と
し
て

基
礎
医
学
の
研
究
に
取
り
組
め
る
よ
う
な

仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
基
礎
医
学
、
臨
床

医
学
、
両
サ
イ
ド
の
進
化
に
つ
な
が
る
と

語
る
。

　

医
学
類
の
学
生
教
育
に
関
し
て
は
、
国

際
認
証
に
適
合
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

臨
床
参
加
型
の
実
習
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
前
者
は
、
米
国
医
師
国
家
試
験
受
験

資
格
審
査
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
が
「
２
０
２
３
年

以
降
、
国
際
基
準
認
証
を
受
け
た
医
学
部

出
身
者
に
限
り
、
米
国
医
師
国
家
試
験
の

受
験
資
格
を
与
え
る
」
と
し
た
こ
と
を
契

機
に
、
日
本
医
学
教
育
評
価
機
構
が
世
界

医
学
教
育
連
盟
国
際
基
準
に
従
っ
て
全
国

の
医
学
部
を
審
査
す
る
と
い
う
認
定
制
度

が
で
き
、
金
沢
大
学
医
学
類
も
こ
れ
に
準

じ
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
ド
ク
タ
ー
と
よ
ば
れ
る
教
育
体
制
の

一
つ
。
４
年
生
ま
で
は
、
講
義
を
中
心
と

し
た
知
識
を
身
に
付
け
、
５
年
か
ら
６
年

生
に
か
け
病
院
で
教
員
の
指
導
・
監
督
の

も
と
、
実
際
に
患
者
さ
ん
の
診
療
に
参
加

す
る
。

　
「
医
学
系
長
・
医
学
類
長
に
就
い
て
３

年
、
今
年
は
任
期
満
了
と
な
る
４
年
目
。

大
学
に
は
長
ら
く
お
世
話
に
な
り
、
大
学

に
ぜ
ひ
と
も
恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
決

意
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
眼
科
を
良
く
す

る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
医
学
系
全

体
を
良
く
す
る
た
め
貢
献
し
た
い
」

　

金
沢
大
学
附
属
病
院
眼
科
を
瞠
目
の
存

在
へ
と
導
い
た
そ
の
人
に
は
、
医
学
系
の

未
来
も
見
据
え
る
強
い
眼
差
し
が
あ
る
。 

P r o f i l e

［略歴］

1984年	 金沢大学医学部卒業、岐阜大学眼科学教室入局

1986年	 清水厚生病院眼科	医員

1987年	 岐阜大学眼科	助手

1990〜92年

	 米国オレゴン医科大学眼科およびDevers	Eye	Institute留学

1996年	 岐阜大学眼科	講師

2000年	 岐阜大学眼科	助教授

2002年〜	金沢大学眼科	教授

2010〜12年、2014〜16年

	 金沢大学附属病院副病院長	併任

2020年〜現在

	 金沢大学医学系長・医学類長（医学部長）

日本眼科学会理事、日本緑内障学会理事、日本眼薬理学会理事、

日本視野学会監事、日本眼循環学会理事、石川県アイバンク理事長

世界緑内障連盟理事、アジア・太平洋眼科学会理事、

アジア・太平洋緑内障学会理事

若
手
に
は
日
頃
、

患
者
さ
ん
を
『
教
師
』
と
し
な
さ
い
、

と
私
は
説
い
て
い
ま
す
。

杉山 和久 （すぎやま かずひさ）

金沢大学医薬保健研究域医学系眼科学 教授
医学系長・医学類長（医学部長）


